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研究成果の概要（和文）： これまで十分に研究されてこなかった柳田国男監修高等学校国語科教科書につい
て、その所収教材を中心に研究を進めてきた。所収教材そのものを分析、考察するとともに、分析・考察をもと
に、研究協力者である高等学校教員との連携により高等学校国語教室での実践を行った。実践を検討する中で、
教材としての有用性、問題点を抽出し、教材価値の検討を行い、時代は経過しても現代の高校生の国語教室にお
いて価値ある教材であるということを確認した。これらの共通認識を持ち、実践研究報告を学術雑誌に投稿、掲
載された。

研究成果の概要（英文）： A study on the Yanagita editorial-supervision high school Japanese textbook
 which was not studied has sufficiently so far been advanced centering on the teaching materials　
carried. While analyzing and considering the carried teaching materials themselves,it had a class in
 high school Japanese based on analysis and consideration by cooperation with the teacher who is a 
research partnership person. While considering the lesson, usefulness as teaching materials and a 
problem were extracted and teaching-materials value was examined. Even if the time passed, it had 
the common view that they were valuable teaching materials in present-day high school Japanese 
education. The report of these lessons contributed to the scientific journal, and was published.

研究分野： 国語科教育学
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１．研究開始当初の背景 
 柳田国男は教育に関する論考を多く残し
てはいる。しかし、教育学の視点からは十分
な分析・考察が試みられていないのが現状で
ある。たとえば、長浜功氏は柳田を「新しい
思考を備えた教育学者」と高く評価している。
一方で、日本の教育学が「柳田と遠い距離に
あったという事実」を指摘し、柳田の考えを
教育学に生かすことを提言している。 
実は、柳田は教育学のみならず国語科教育

においても強い関心を示している。戦前より
『国語の将来』をはじめとする国語教育に関
する論考を多く残し、戦後には小学校から高
等学校までの国語科教科書づくりにも積極
的に参加している。 
 日本の教育学が柳田と遠い距離にあった
と同様に、柳田の国語教育論に関する研究に
ついても、十分になされていないのが現状で
ある。特に国語科教育の領域からの研究は少
なく、小山清氏、小久保美子氏、研究代表者
の研究がわずかにみられるだけである。 
しかし、いずれも柳田の国語教育論をその

著作から明らかにしようとするものであり、
実際の教科書から明らかにしようとするも
のではない。教科書そのものの研究について
は、民俗学や教育学の領域からわずかに見ら
れるだけであり、国語科教育の領域からは研
究代表者の研究のみである。 
また、柳田国男監修国語科教科書について

は、研究代表者の他には民俗学の視点から杉
本仁氏、田中正明氏の研究が見られるだけで
ある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、柳田国男監修検定高等学校国語
科教科書（以下、「柳田教科書」と略す）所
収教材を分析し、「柳田教科書」所収教材の
価値を検討するとともに、高等学校教員との
連携により高等学校国語教室での実践を通
して、その現代的意義を考察することを目的
とする。「柳田教科書」所収教材、授業、そ
こで培われる学力、加えて現代的価値を高大
連携により検討し、教材開発・選択の観点、
教材からの授業の構想を提言し、新時代にお
ける国語教室の活性化に寄与することを目
的とする。 
 現代は、今まで体験したことのない変動の
時期を迎えている。日本人とは何かを問いつ
づけた柳田を研究する意味はますます高ま
っている。戦後の混乱期に、時代をどのよう
にとらえ、教育を、教科としての国語をどの
ように展開していったかを考察することは、
現代の教育、教科としての国語を反照する営
為があると確信する。 
 
 

３．研究の方法 
「柳田教科書」所収教材を一つずつ分析して
いく。具体的には、中途段階にある「かみな
りさま談義」（東条操）の研究を進める。引
き続き、「紙」（幸田文）についても分析・考
察を進める。「紙」以外の文章は、他社教科
書には採用されておらず、「柳田教科書」の
みに所収されている教材である。「柳田教科
書」の特質を検討する上で有効であり、柳田
の国語教育論を考察する上でも重要である
と考える。また、「紙」（幸田文）については、
角川書店高等学校教科書にも掲載されてい
る。教科書における取り上げ方も比較する。
既に研究に取り組んだ「ろくをさばく」（三
淵忠彦）の原典である『世間と人間』（朝日
新聞社 昭和 25 年）からは、績文堂高等学
校教科書に「鹿を犬にした話」、池田教科書
出版中学校教科書に「規律を守る心」がそれ
ぞれ採録されている。これらと「ろくをさば
く」を比較検討し、柳田の教材選択の特徴に
迫っていきたい。加えて、当時の時代背景、
学習指導要領、教科書改訂等を踏まえ、「柳
田教科書」の特質に迫る。「柳田教科書」研
究に業績のある研究代表者が担当し、研究分
担者が補助する。 
教材を単一にとらえるのみではなく、他の

教材との関連にも意識し研究に取り組む。具
体的には特定の単元を取り上げ、教科書にお
ける当該単元の位置づけ、単元の特徴なども
明らかにしていく。 
研究代表者のこれまでの教材分析を生か

し、高大連携により高等学校国語科の授業で
実験的に実践し、その成果と課題を検証する。
具体的には高等学校教員を研究協力者とし、
「柳田教科書」所収教材を使い、実際の教室
で実践する。授業後、研究組織全体によって、
その成果と課題を検証する。 
「柳田教科書」所収教材を学力の視点から

再検討を試みる。具体的には、昭和 30 年代
という文脈から当時の学習者が当該教材を
学習することを通して、どのような学力が形
成されるのか考察する。また、実際の高等学
校における授業を参観し、現代の学習者にと
ってどのような部分で有効か検証する。昭和
20 年代から昭和 40 年代の学力問題に業績の
ある研究分担者が中心に行い、研究代表者が
補助する。 
 
４．研究成果 
 「柳田教科書」所収教材から「かみなりさ
ま談義」（東条操）「紙」（幸田文）を分析、
考察した。 
 また、柳田教科書所収教材の中から「浅春
随筆」（栃内吉彦）「ろくをさばく」（三淵忠
彦）「大蛇・小蛇」（片山広子）「地図をいろ
どる」（鏑木清方）を取り上げ、研究協力者



である高等学校教員との連携により高等学
校国語教室での実践を行った。実践に取り組
むに際し、事前に日程打ち合わせ、教材研究
会を行い、授業後には実践検討会を行った。
実践報告から、教材としての有用性、問題点
を抽出し、教材価値の検討を行った。時代は
経過しても現代の高校生の国語教室におい
て価値ある教材であるという共通認識を持
った。 
 亀井秀雄氏、浜本純逸氏、小山清氏、小原
俊氏からは専門的知識を提供していただき、
今後の研究の方向性、研究に資する資料の提
示等、ご指導いただいた。柳田がどのような
意図を持って、教材選択に至ったのかを精査
すべきであり、そのためには柳田の思想その
ものを理解し、そこと関連づけながら考察す
る必要がある。 
〈読み〉の教育の観点から現代の教材と比

較するとともに現代の高校生に教材を提示
する意義が確認できた。 
 研究成果は、学術雑誌、学内紀要に投稿し、
計 22 編の論文が掲載されるに至った。内、
13 編は高大連携により取り組んだ実践研究
報告である。 
「かみなりさま談義」については一応の研

究を完了することができた。「紙」は研究の
端緒にたどりついたところである。 
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